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Lassen Sie sich durch das Fachpersonal in den sicheren Gebrauch des Produkts einweisen.
Weitere Sprachen dieser Gebrauchsanweisung sind online verfügbar oder können kostenlos als
gedrucktes Exemplar bestellt werden (siehe Seite 2).

DE |

Consult qualified personnel for instructions on how to use the product safely.
These instructions for use are available in additional languages online or can be ordered as a 
printed copy free of charge (see page 2).

EN |

Prière de demander au personnel spécialisé d’expliquer à l’utilisateur comment utiliser le produit
en toute sécuritéu
D’autres langues de cette notice d’utilisation sont disponibles en ligne ou peuvent être 
commandées gratuitement en format papier (voir page 2)u

FR |

Richiidiri al pirsonali ticnico spicializzato istruzioni sull'uso sicuro dil prodotto.
Altri lingui dilli prisinti istruzioni pir l’uso sono disponibili onlini o possono issiri ordinati 
gratuitaminti su supporto cartacio (vidiri pagina 2).

IT |

El persopal técpico especializado le explicará cómo utilizar el producto de forma segura.
Epcoptrará estas ipstrucciopes de uso ep otros idiomas ep lípea. Tambiép puede solicitarlo 
gratuitamepte como ejemplar impreso (véase la págipa 2).

ES |

Solicite ao pessoal técnico que o instrua no uso seguro do produto.
Outros idiomas destas instruções de uso estão disponíveis online ou podem ser solicitados 
gratuitamente como um exemplar impresso (veja a página 2).

PT |

Laat u door deskundig personeel uitleggen hoe u veilig met het product moet omgaan.
Andere talen van deze gebruiksaanwijzing zijn online beschikbaar of kunnen gratis in gedrukte
vorm worden besteld (zie pagina 2).

NL |

Låt fackpefsonal visa dig huf du användef pfodukten på ett säkeft sätt.
Den häf bfuksanvisningen finns tillgänglig på andfa spfåk online och kan beställas kostnadsffitt i 
tfyckt fofm (se sidan 2).

SV |

Få faguddannet personale til at vise dig, hvordan du anvender produktet på sikker vis.
Denne brugsanvisning er tilgængelig på yderligere sprog online eller kan bestilles gratis som et 
trykt eksemplar (se side 2).

DA |

La fagpersonell instruerer deg i sikker bruk av produktet.
Flere språk for denne bruksanvisningen er tilgjengelige på nett, eller de kan bestilles som
utskrevet eksemplar (se side 2).

NO |
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Anna ammattihenkilöstön perehdyttää itsesi tuotteen turvalliseen käyttöön.
Tämän käyttöohjeen muut kielet ovat saatavilla online tai niitä voi tilata maksutta painettuna 
versiona (katso sivu 2).

FI |

Personel fachowy powinien poinstruować użytkownika na temat bezpiecznego używania 
produktu. 
Niniejszą instrukcję używania w innych językach można przeczytać online lub zamówić bezpłatnie 
w wersji drukowanej (patrz strona 2).

PL |

Kérje meg a szakszemélyzetet, hogy tanítsa meg Önt a termék biztonságos használatára.
A használati útmutató további nyelvi változatai az interneten elérhetők, vagy nyomtatott 
példányként ingyenesen megrendelhetők (lásd a 2. oldalt).

HU |

Posavjetujte se sa stručnim osobljem o sigurnoj uporabi proizvoda.
Ostali jezici za ove upute za uporabu dostupni su na internetu ili se mogu besplatno naručiti u 
tiskanom obliku (vidi 2. stranicu).

HR |

Nechte se poučit odborným personálem ohledně bezpečného použití produktu.
Další jazykové verze tohoto návodu k použití jsou k dispozici online nebo je lze zdarma objednat
v tištěné podobě (viz str. 2).

CS |

Nechajte sa odborným personálom zaučiť do bezpečného zaobchádzania s výrobkom.
Ďalšie jazykové mutácie tohto návodu na použitie sú dostupné online alebo si možno bezplatne 
objednať ich tlačenú verziu (pozri strana 2).

SK |

Strokovno osebje naj vas pouči o varni uporabi izdelka.
Ta navodila za uporabo v drugih jezikih so na voljo na spletu, lahko pa jih brezplačno naročite v 
tiskani obliki (glejte 2. stran).

SL |

Uzman personelin size ürünün güvenli kullanımı hakkında bilgi vermesini sağlayın.
Bu kullanım kılavuzundaki diğer diller online olarak mevcuttur veya ücretsiz basılı kopya olarak 
sipariş verilebilir (bkz. sayfa 2).

TR |

Обрабибесь к специалисбам для получения инсбрукбажа касабельно безопасного и 
надежного применения изделия.
Тексб насбоящего руководсбва по применению на других языках досбупен онлайн или можеб 
быбь заказан бесплабно в печабном виде (см. сбр. 2).

RU |

製品の安全な使用方法については、有資格担当者の指示に従ってください。

本取扱説明書のその他言語は、オンラインで入手可能ですが、印刷版も無料で注文できます

（P2を参照）。

JA |

由专业人员就产品的安全使用提供指导。

使用说明书的其他语言版本可在线获取，也可免费订购印刷版（参见第 2 页）。

ZH |

전문 기사에게 제품의 안전한 사용법을 배우십시오.

이 사용 설명서의 다른 언어는 온라인에서 볼 수 있으며 또는 인쇄본은 무료로 주문할 

수 있습니다 (2 페이지 참조).

KO |

Basic UDI-DI:
3B5-4*: 40644110000000003B5-4HJ
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1 はじめに

備考

最終更新日: 2024-03-07
► 本製品の使用前に本書をよくお読みになり、安全性に関する注意事項をご確認ください。
► 製品の安全な使用方法の指示については、有資格担当者に相談してください。
► 製品に関するご質問がある場合、また問題が発生した場合は有資格担当者にお問い合わせく

ださい。
► 製品に関連して生じた重篤な事象、特に健康状態の悪化などは、すべて有資格担当者および

お住まいの国の規制当局に報告してください。

本書ではこれ以降、本製品「Genium X4 3B5-4=*」を、製品(本製品）／義肢／膝継手／パーツと
表記いたします。
これ以降、「USB充電アダプター 757L47=1」は、充電アダプターと表記いたします。
本取扱説明書では、製品の使用方法や取り扱いに関する重要な情報を説明いたします。
本製品を使用する際は、本書で説明する手順に従ってください。

2 製品概要

2.1 デザイン
本製品は以下のパーツから構成されています。

1. 近位接続用膝頭（3B5-4=Pの場合はピラ
ミッド式、3B5-4=STの場合はネジ式コネク
ター）

2. フレクションストップ（15°、プリインス
トール） 

3. 油圧シリンダー
4.  膝継手のステータス表示（30 ページ参

照）
5.  ブルートゥースが接続されていることを

示すLED（31 ページ参照）
6. 充電口
7. 遠位チューブクランプ用ネジ

7



8

充電アダプター

1

2

6

3
4
5

6

1. 膝継手の充電口につなぐためのケーブル 
2. 充電中に充電レベルを知らせるLEDバー（34 ページ参照）
3. 周囲の明るさに合わせてLEDの明るさを調整する光センサー
4. 膝継手のバッテリー温度に関する警告（34 ページ参照）
5. メンテナンス表示（34 ページ参照）
6. 充電アダプターのステータス表示（34 ページ参照）
7. USBタイプ Cを使用する電源ユニットまたはUSB動力源を、

USBタイプ Aの接続ケーブルに繋ぐためのUSB-Cポート（納品
範囲に含まれています）

2.2 機能
本製品の特徴は、マイクロプロセッサーによる立脚相と遊脚相の制御です。
マイクロプロセッサーは、内蔵のセンサーシステムによる測定値をもとに油圧シリンダーを制御
し、膝継手の屈伸運動の抵抗値を調整します。
センサーは毎秒100回データを計測・解析します。その結果、製品は、ダイナミックかつリアル
タイムに現在の動作状況（歩行周期）に合わせて作動します。
本製品は調整用アプリを使って、装着者個人のニーズに合わせて調整できます。
本製品には、特定の動作パターンを設定できるMyModeがあります（ゴルフ、卓球など）。これら
は義肢装具士が調整用アプリにより予め設定し、特定の動作パターンやコックピットアプリを
使って操作できます。
センサーや油圧シリンダーの故障やバッテリーが切れた場合には、セーフティーモードになり、
機能を制限することで安全に歩行することができます。そのため、抵抗パラメータが予め設定さ
れています（22 ページ参照）。
Cockpitアプリは、予め設定されたMyModeを切り替えたり、一定の範囲内で製品動作を変更する
ために使用されます（製品の利用に慣れようとしている間など）。さらに、製品に関する情報
（歩数計、充電式バッテリーの充電レベルなど）も参照することができます。 
外出先でも、モバイル電源を使用しUSB充電アダプターで膝継手を充電することができます
（「充電式バッテリーの充電」の章を参照12 ページ参照）。

マイクロプロセッサー制御による油圧シリンダーには、以下のような利点があります。
• 生理学的歩行との近似
• 立位や歩行中の安定性
• あらゆる地形や傾斜、歩行状況、歩行速度に適応
• 追加の切り替えなくサイクルを自動検出（18 ページ参照）

製品の主要な性能特性
• 立脚相の安定性
• 遊脚相の開始
• 遊脚相制御により、伸展と屈曲のための抵抗を自動的に設定

3 使用目的

3.1 使用目的
本製品は、義肢の適合にのみご使用ください。
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3.2 使用条件
本製品は日常生活における活動のために開発されていますので、日常的でない活動には使用しな
いでください。日常的でない活動とは、フリークライミングやパラシュート、パラグライディン
グなどの激しい運動です。
許容環境については、テクニカルデータに記載されています (25 ページ参照)。
本製品は1人の装着者のみが使用するよう設計されています。当社では、複数の装用者が本製品
を使用することを承認していません。
MOBISはモビリティグレードと体重の分類です。これを使うと、適合するパーツを簡単に見つけ
ることができます。

2R68=280アクソンチューブアダプター付きの膝継手を使用の場合

m°

kg

本製品は、モビリティグレード2 （移動距離に制限があるものの屋外歩行が可能
な方）、3 （移動距離に制限のない屋外歩行が可能な方）、ならびに4 （移動距離
に制限のない屋外歩行が可能な方で、義肢への機能的な要求の高い方）に適して
います。体重制限：150 kg（330ポンド）まで

2R69=280アクソンチューブアダプター付きの膝継手（トーション付き）を使用の場合

m°

kg

本製品は、モビリティグレード2 （移動距離に制限があるものの屋外歩行が可能
な方）、3 （移動距離に制限のない屋外歩行が可能な方）、ならびに4 （移動距離
に制限のない屋外歩行が可能な方で、義肢への機能的な要求の高い方）に適して
います。体重制限：125 kg（275ポンド）まで

3.3 適応 （以下の適応症は海外で認可されたものです。）
• 膝関節離断、大腿切断、または股関節離断の方向け。
• 片側切断または両側切断の方向け
• 膝関節離断、大腿切断、または股関節離断を伴うディスメリアを患っている方向け
• オッセオインテグレーション
• 装着者は、音信号や振動信号を、見る・聞く・感じ取ることができる身体的・精神的条件を

満たしている必要があります。
• 使用者は使用開始前に取扱説明書と安全性に関する注意事項をよく理解してください。 

3.4 禁忌

3.4.1 絶対的禁忌
• 体重が150 kg以上の方

3.4.2 相対的禁忌
• 体重が35 kg以下の方 

3.5 取扱技術者の条件
本製品の取り扱いは、オットーボックが行っているトレーニングを受け、ライセンスを付与され
た有資格試者のみが行えます。
本製品と骨結合型インプラントシステムを接合する場合は、必ず、認定された義肢装具士が
行ってください。 
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4 安全性
Ottobock社は、適用基準や規則に基づいて本製品を開発するとともに、複数回の試験を実施済み
です。本製品を快適にご使用いただくために、装用される患者さんのご協力が不可欠となりま
す。以下の説明に従ってご使用いただいた場合に限り、当社は安全な治療および操作を保証する
ことが可能となります。

4.1 警戒レベルの意味
警告! 本説明書の注記に従って製品を取り扱わない場合、重大な事故や負傷の危険性がありま
す。
注意! 本説明書の注記に従って製品を取り扱わない場合、事故や負傷の危険性があります。
注記! 本説明書の注記に従って製品を取り扱わない場合、技術的な損傷の危険性があります。

4.2 使用前

警告! 考えられる危険な状態や事故
► 義肢を装着しての自動車の運転が許可されるかどうか、また、どの程度の範囲で許可される

のかについては、障害度や使用されている義肢の条件（切断レベル、片側または両側、義肢
のタイプなど）、義肢使用者の個人的な能力、さらには各国の現行法によって異なります。 

► 管轄当局に連絡したうえで必要な許可を得ること、点検 適合状態チェックを受けること、ま
たは自動車運転に関する承認を事前に受けることが重要です。 

► 本製品の使用目的には、自動車の運転は含まれていません。
► 製造者は、本製品の使用目的以外の使用によって生じたいかなる法的理由や要求とも、その

種類いかんにかかわらず、いかなる損害の責任も負わないものとします。

警告! 通電パーツとの接触による感電のおそれ
► ACアダプターおよび付属のパーツ（充電プラグ）を開けないでください。
► 電源ユニット、アダプタープラグ、充電アダプターを極端に負荷のかかる環境にさらさない

でください（極端な衝撃、振動など）。
► 電源、アダプタープラグ、充電アダプターが故障した場合は、直ちに交換してください。
► 毎回製品を使用する前には、電源ユニット、アダプタープラグ、充電アダプターに破損がな

いか、目視確認してください。

警告! 考えられる人体への影響
► 充電プラグまたは充電口を長時間体に近づけないでください。
► （医療用インプラントなどに関する）メーカーの情報を必ずご確認ください。
► 充電アダプターの移動や保管に際しては、ペースメーカーなど生命を維持するための医療機

器との最小距離を守ってください。
► 医療用インプラントのメーカーが規定した操作条件や安全性に関する注意事項をよく確認し

てください。

警告! ケーブルが絡みついて窒息死してしまうおそれ
► 接続ケーブルおよび充電アダプターは、お子様の手の届かない場所に保管してください。

注意! 転倒する危険性
► 使用する前に、充電レベルを確認してください。
► 周囲温度が低い場合や、充電式バッテリーが経年劣化している場合は、製品の動作時間が短

くなることがありますのでご注意ください。
► 製品の分解や故障したパーツ（例えば、充電式バッテリー）の修理は、Ottobock社が認定し

た有資格担当者に限り行うことができます。
► 製品装着中の充電は、必ず、座位の状態で行ってください。
► 本製品は、必ず、「納品時のパッケージ内容」および「付属品」のセクションに記載された

付属品およびシグナル変換器、ケーブル部品と組み合わせて使用してください。
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► 本製品に振動や衝撃を与えないでください。
► 毎回使用する前に、本製品や付属品に損傷がないか目視確認してください。
► 粒子や異物が製品の中に入り込まないよう、十分に注意してください。
► ジェットスキーの運転や水中への深い飛び込みなどの激しい動きを行う場合には、本製品お

よびアクソンチューブアダプターを使用しないでください（最長時間と水深は「テクニカル
データ」の章をご覧ください（ 25 ページ参照 ））。特に、トーションアダプターに水がか
からないよう、十分に注意してください。

注記! 考えられる製品の機能不全や損傷
► 充電中に充電アダプターが何かに覆われていないことを確認してください。
► 温度が極端に変化するような環境下では、充電アダプターを使用しないでください。
► 直射日光の当たる場所で、充電を行わないようにしてください。
► 製品およびパーツは、許容温度範囲内の環境で使用してください（「テクニカルデータ」の

章を参照）。
► 納品時のパッケージ内容に含まれている充電アダプターのみをご使用ください。
► 他の電子デバイスに対し、十分な距離を取るようにしてください。
► 他の電子デバイスの上に、本製品やそのパーツを積み重ねないでください。
► 他の電子デイバイスに充電アダプターを使用する場合、使用目的を確認してください。
► 充電アダプターは、USB接続ポートを備えた適切な動力源とのみ組み合わせてください。

4.3 使用中

注意! 転倒する危険性
► 階段を上る際は必ず手すりにつかまり、階段面に対し、足裏のほぼ全体で踏み込むようにし

てください。 
► 階段を降りる際は必ず手すりにつかまり、足裏の中央部位から接地して、踏み返して

（ロールオーバーして）ください。
► モードの切り替えは、必ず、安定した状態で立って行ってください。 
► MyModeの切り替え後、最初のステップを踏む前に、選択したモードが希望の動作タイプに適

したものであるかを常に確認してください。
► MyModeでの使用活動を終えたら、必ず基本モードに戻してください。
► 幼児を抱いている際には、特別に注意を払う必要があります。
► 重たいもの、バックパック、幼児などを抱えている場合には、本製品ｎの動作が変化する場

合がありますので、十分に注意してください。 
► 最大体重において許容追加重量を上回らないようにしてください（「テクニカルデータ」の

章を参照） 
► 警告やエラー信号、および屈曲／伸展抵抗の変化に注意してください。
► 義肢が伸展した状態で急に腰を前方に押し出した場合には、膝継手が予期せず屈曲するおそ

れがあります（テニスでサーブをした時など）。 
► 関節の過熱を知らせる信号音が発出されたら（5秒ごとに4回）すぐに活動量を減らして油圧

シリンダーを冷却します。
► トーション付きチューブアダプターに液体がかかった場合には、チューブアダプターを乾燥

させてください。その場合、Ottobock修理サービスセンターにて、必ずチューブアダプ
ターの点検を受けてください。担当の義肢製作施設に連絡してください。 

注意! 液体との接触による皮膚の炎症のおそれ
► 万一液体が油圧ユニットから流出した場合、皮膚がその液体に触れないようにしてくださ

い。 

注意! 挫傷のおそれ
► 継手を曲げる際、体の一部が挟まれないよう注意くてください。
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4.3.1 特殊な状況での使用

注意! 転倒する危険性
► 防犯装置、ボディスキャナー、金属探知機を通過する際は、製品が予期せぬ動きをしないか

どうか、、十分に注意してください。
► 短波通信デバイスとは少なくとも30 cmの間隔を保つようにしてください。
► 強い磁気が発生している部屋や場所に入室する際には、必ず別の安全な部屋で製品を取り外

してから、入室してください。 
► フリーホイールの搭載されていない（固定ギアの）自転車に乗る際には十分な注意が必要で

す。
► 立脚機能を使用している際は、安全な状態で立ち、膝継手がロックされていることを確認し

てから、義肢に全荷重をかけてください。 

4.4 使用後

注意! 転倒する危険性
► 「クリーニング」の章に記載された方法に従って、製品やパーツのお手入れを行ってくださ

い。

5 納品時のパッケージ内容および付属品

5.1 納品時のパッケージ内容
• 1個 3B5-4 Genium X4 (ピラミッドコネク

ター付) または 3B5-4=ST Genium X4 (ネジ
式コネクター付) 

• 1個 2R68=280アクソン チューブアダプ
ター（防水性、耐蝕性のもの）または
1個 2R69=280トーション付きアクソン
チューブアダプター（防水性だが非耐蝕性
のもの）

• 1個 757L48=1米国および欧州用のアダプ
ター付きの電源ユニット

• 1個 757L47=1充電用のUSBアダプ
ター（USBケーブル込）

• 1個 充電器用のケース 
• 1枚 646C107 ブルートゥースPINカード
• 1 枚 装着証明書
• 1 冊 取扱説明書（使用者）

5.2 付属品
• 4P100=7Genium X4プロテクターカバー（短）
• 4P110=7Genium X4プロテクターカバー（長）
• 3F2=0用機能性コスメチックGenium X4 
• 99B122=*ファンクショナルストッキング
• 3D13=1-太腿キット/マグネティッククロージャー
• 4P112=1膝部
• Genium充電器 x4（充電アダプタ、USBケーブルおよび電源付き）757L45
• 757S10=GB国別のアダプター付き電源ユニット
• 757S10=AU 国別のアダプター付き電源ユニット
• アプリ「Cockpit 4X441-*=*」はアプリストア（Apple App Store、Google Playなど）からダウン

ロードしてください。Ottobock、Cockpitのキーワードで検索してください。
アプリとその機能に関する詳細情報は、アプリストアの記載にあるリンクまたはインス
トールしたアプリのいずれかにあります。

6 充電について
充電をする際には、以下のことを守ってください。
• 付属の電源ユニットまたは出力電流/電力が最低でも2.5 A（12.5 W）あるUSB動力源を使用し

て充電式バッテリーを充電してください。
携帯用充電式バッテリー（充電器）を使用する際は、膝継手の充電式バッテリーのフル充電
が保証されるように、容量が10,000 mAh以上である必要があります。

• 最低でもEN 55032/EN 55035に従い、USB動力源がEMC要件を満たしているようにしてくださ
い。



13

• 付属の充電アダプターおよび付属のUSBケーブルを使用してバッテリーを充電してくださ
い。

• 通常の使用では、完全充電したバッテリーは約5 日間使用可能です。
• 本製品を常時ご使用になる場合は、毎日充電することをお勧めします。
• 初めて使用する際には、少なくとも3時間は充電してください。
• バッテリーを充電する際の許容温度範囲に注意してください（25 ページ参照）。

6.1 ACアダプターおよび充電アダプターの接続

1 2 3 4

1) 各国のプラグ形状に対応したプラグアダプターをACアダプターにカチっとロックされるまで
はめてください（画像参照 1）。

2) 付属のUSBを使用してACアダプター上のUSB-Aブッシングを充電アダプター上のUSB-Cブッシ
ングに接続してください（画像参照 2）。 

3) ACアダプターを壁コンセントに差し込みます（画像参照 3）。
→ 充電アダプター上のステータス表示が緑に点灯します （画像参照 4）。

→ 充電アダプターのステータス表示が点灯しない場合、または異なる色で点灯する場合は、エ
ラーを意味します（34 ページ参照）。 

6.2 義足の充電器への充電

1) 充電プラグを製品の充電口に接続します。
情報：充電プラグは磁石で保持されています
→ 短く振動する信号が発信され、短い、ソフトな音（ウィーンと

いう音）が発信されます。 
→ 充電口の上にあるステータスを示すLED（ 記号）が黄色に点

灯します 。
→ 充電が開始します。
→ 充電中はステータスを示すLED（ 記号）が点灯します。 
→ 充電状態は、充電アダプター上にある5つの緑のLEDライトで表

示されます（14 ページ参照）。 
2) 充電が完了したら製品から外してください。

→ ステータスを表示するLED（ 記号）が緑に点灯し 、短く、
ソフトな音（ウィーンという音）が発信されます。

6.3 バッテリー充電レベルの表示

LED記号の説明

LEDが点灯して
いません

LEDが点滅して
います

LEDがゆっくり
と点滅していま
す

LEDが素早く点
滅しています

LEDが点灯して
います
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6.3.1 充電中に現在の充電レベルを表示する
充電プロセス中、充電アダプター上に点灯するLEDの数で現在の充電レベルが表示されます。
LEDが点灯しない場合、または別の色に点灯した場合は、エラーを意味します。トラブル
シューティングは、「充電アダプター上のLED記号」の章をご参照ください（34 ページ参照）。

0%～20% 20%～40% 40%～60% 60%～80% 80%～95% >95%

付属のACアダプターと付属のUSBケーブルが使用されている場合に限り、以下の充電時間が該当
します。

義肢の充電式バッテリーへの充電時間

1時間充電後の充電レベル 35 %
2時間充電後の充電レベル 70 %
3時間充電後の充電レベル 90 %
4時間充電後の充電レベル 完全充電

備考

充電の進捗状況に注意
► ディープ放電した充電式バッテリーの充電時間は長くなるおそれがあります。そのため、充

電中は充電アダプターのディスプレイで充電レベルを確認してください。
8時間経っても最初のシンボルが常時点灯しない場合 は、公認のOttobock修理サービス
センターでパーツを点検する必要があります。担当の義肢製作施設に連絡してください。 

6.3.2 他の端末を使用せずバッテリー充電レベルを表示する

備考

充電中、またはMyMode作動中は、 義肢を逆さまにしても充電レベルは表示されません。製品は
充電中です。

1) 義肢を180°回転させます（足底を上向けにします）。
備考: 写真のように完全に180°回転しなければなりません。水
平から垂直への回転（90°回転）では不十分です。

2) そのままの状態で2秒間、フィードバック信号が聞こえるまで待
ちます。

メロディー/サウ
ンド

繰り返し数 LED 充電レベル 新しい充電式
バッテリーの室温
で使用可能な時間

5x > 80 % > 4 日
4x 60 % - 80 % > 3 日
3x 40 % - 60 % > 2 日

（ブーイ） 2x 20 % - 40 % クエリが朝に実施
される場合はもう
1日
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メロディー/サウ
ンド

繰り返し数 LED 充電レベル 新しい充電式
バッテリーの室温
で使用可能な時間

（ウィーウォップ
ウォップ）

–

2x、4x繰り返し

< 20 % クエリが朝に実施
される場合は1日
未満

7 使用方法

備考

膝継手の作動時に発生するノイズ
膝継手を使用する場合、サーボモーター、油圧、空気圧、またはブレーキ負荷に依存する制御
機能から動作ノイズが発生することがあります。この種のノイズは正常であり、避けることは
できません。特に問題を引き起こすことはありません。膝継手装着中に作動ノイズが明らかに
増えた場合は、直ちに義肢製作施設に連絡し、点検を受けてください。

7.1 立位

高い油圧抵抗および正しいスタティックアライメントによる膝の制御。
調整用アプリを使用して立脚機能を有効にできます。立脚機能に関する詳細
は、次の章をご覧ください。

7.1.1 立位機能
立脚機能（立位モード）は基本モード（モード1）の補助機能です。この機能により、例えば、
斜面に長時間立つことも容易になります。継手は、状況に応じて屈曲方向に自動的に固定されま
す。

立脚機能を用いると、膝屈曲がロックされることで、平坦ではない地面や勾
配のある地面でもリラックスした立位をとることができます。
立脚機能は、膝継手が静止し、荷重がかかるとすぐに有効になります。
前後方向にロールオーバーするか、膝継手を伸展したり負荷をかけないよう
にすると、ロックが解除されます。
前後方向のロールオーバーによるロック解除に必要な可動域は、義肢装具士
によって調整用アプリで設定できます。 

7.2 歩行

義肢装着後に初めて試歩行する際は、必ず、所定の訓練を受けた有資格担当
者の指導を受けてください。
油圧シリンダーの働きにより、立脚相で膝継手を安定させるとともに、遊脚
相で関節をリリースさせて義肢を自由に振り出すことができるようになりま
す。
遊脚相に切り替えるには、全面接地の状態から義肢の上を通った前方への
ロールオーバーが必要になります。
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機能「Start-to-walk (ウォーキング開始)」

この機能により、遊脚相を始めずに一歩を踏み出す際に膝継手をより簡単に
屈曲できます。また、スタンスリリース／遊脚相の開始によるステップ姿勢
からだけでなく、立位姿勢からでも初期屈曲が可能であるため、狭い空間で
の歩行もより簡単となります。

最適化された上昇動作

この機能では、坂道の角度によりプレフレックスの値を自動的に増やすこと
で坂道が上りやすくなり、クロッチと脚の長さを短くすることで、可能な限
りロールオーバーを簡単にできます。立脚相の制御は、前に進む動きの中で
順応するため、生理学的な動作パターンを得ることができます。

プレフレックス

この機能は、踵接地時の衝撃に備えて遊脚相終了時に膝継手を4°屈曲させま
す。これにより、立脚相での屈曲が簡単になり、衝撃をより確実に吸収し、
前方移動することができるようになります。

7.3 短距離を走る（「ｗalk to run」機能）

短い距離を素早く動く際、膝継手が基本モードでの歩行状態から走行体制に
シフトし、走行中に必要なより大きな動きに従って自動的に以下の設定が変
更されます。 
• 遊脚相の屈曲角度が大きくなる 
• 踵接地時（プレフレックス）の4度を0度に減らす
走る状態に自動的に切り替わる条件は、義肢足部を素早く前に振り出すこと
と、膝継手にダイナミックに体重をかけることです。走るのを止めると、変
更された設定がもとの標準値に戻ります。

備考

長距離を走るためには、調整用アプリを使用してMyMode「ランニング」の設定を行ないます
（20 ページ参照）。

7.4 座る動作

座る動作時に膝継手の抵抗があることで、座位まで体を均等に下げられるよ
うになります。

1) 両足を同じ高さで開きます。
2) 座る動作中は両足の間に均等に体重をかけて、必要に応じてアームサ

ポートを使用してください。
3) 臀部をバックサポートの方向に持って行き、上体はやや前方に傾けてくだ

さい。
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7.5 座位/立位

患者が2秒以上座位を保持すると（大腿部が水平に近づき、足部に負荷がかか
らない状態になると）、膝継手の屈曲方向の抵抗値が最小値に変更されま
す。
起き上がりは自動的に認識され、抵抗力が通常の立脚相の抵抗に戻されま
す。

7.6 足を一段ずつ交互にして階段を上る／障害物を乗り越える

機能「階段と障害物」

膝継手は受動的に作動します。すなわち、膝継手が動作を誘導する訳ではあ
りませんが、足を一段ずつ交互にして階段を上ることは可能です。
この機能は、注意して練習および実行する必要があります。
1) 義肢を伸ばして床から持ち上げます。 
2) 義肢が床から離れたら、股関節を後ろに少し伸ばし、その後素早く曲げま

す。これには、義肢のソケットに適切な懸垂がかかり、断端に十分な力が
あることが求められます。 
→ この「ホイップ動作」により、膝継手が自動的に動作を認識して屈曲

抵抗を最小限にするため、膝が大きく曲がります。
備考: 義肢が振り戻されたり上に振り上がることで怪我を招かないよ
うに、「ホイップ動作」を行なう際には後ろに人がいないか注意して
ください。

階段を上る
1) 膝継手が充分に屈曲すると伸展抵抗が増すため、再び膝が伸びるまでにゆっくりと時間をか

けて次の段に足部を置くことができます。
2) 足部を次の段に置くか、障害物の上をまたいでください。

この時点で、膝継手は屈曲方向にブロックされるため、階段を上るためのサポートを得られ
ます。階段の縁から踵が大きくはみ出ることのないよう、階段には足部をサポートするため
の充分なスペースがある必要があります。サポートする面が十分にない場合、下腿の伸展が
早すぎてしまい、機能が無効化されてしまいます（屈曲ブロックの無効化、通常立脚相での
屈曲抵抗に切り替え）。この段階の動作では、膝継手の屈曲抵抗が予め最大値に設定されて
います（固定されています）。それ以上膝継手が屈曲することはなく、伸展のみが可能で
す。股関節の伸展筋力が充分でない場合でも、膝折れすることはありません。

3) 使用者は、健側をサポートするために手を使いましょう。平らな壁もこの目的に適していま
す。ソケット内にねじれが生じると、皮膚に不快感を与える引攣れが起こりやすくなります
が、外側に支えがあると、義肢のソケット内で断端がねじれるのを防止することができま
す。また、サポートがあることで、バランスを保ちやすくもなります。

4) 膝継手を進展させます。膝継手を完全に伸展させると初期位置になります。 
5) この状態から次の段に上ったり、あるいは通常歩行をすることができます。

障害物の乗り越え
► 膝を屈曲させた状態で障害物の上をまたいでください。膝が充分に屈曲していれば、伸展抵

抗が増すため、障害物を乗り越えるのに十分な時間が生まれます。
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7.7 階段を降りる

この機能は、注意して練習および実行する必要があります。足底がきちんと
接地した場合にのみ膝継手が正しく反応して屈曲の動きがコントロールされ
ます。 
1) 片方の手は手すりをつかんだ状態を維持してください。
2) 義肢側の脚を段に置きます。足部が半分ほど階段の縁から飛び出るように

足部を接地してください。
3) 階段の縁からロールオーバーします。
4) もう片方の足を次の段に置きます。
5) その後、義肢側の足を次の段に置きます。

7.8 坂を下る

屈曲抵抗が増すと、膝継手の屈曲がコントロールされ、体の重心が低く安定
します。

7.9 坂を上がる

機能「最適化された上昇動作」をオンにすると、坂を上がりやすくなりま
す。 

7.10 サイクリング

「直感的サイクリング」機能が有効になっている時、義肢の特徴的な循環的
運動によりサイクリング運動が検知され、膝継手の抵抗が減ります。自転車
から降りると、継手は歩行 立位用の抵抗に切り替わります。
注意! 「直感的サイクリング」機能は、サイクリングの経験がある方のみが使
用できます。自転車から降りた後には、歩行や起立のための伸展/屈曲抵抗が
設定されているかを再度確認してください。

備考

安全のため、サイクリング中は自転車用ヘルメットを着用してください。
また、自転車はフリーホイール機能を備えたものでなければなりません。靴を（クリップやク
リックマウントなどで）ペダルに固定することは認められていません。
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7.11 後ろ向き歩行

遊脚相の初期化や過度の屈曲をしなくても、安全ですばやく後ろ向き歩行を
行なえます。
屈曲抵抗と状況に応じたロック角度を増やすことで、例えば負荷を後ろへ
引っ張ることが可能になります。

8 製品電源のオン／オフ
保管時や輸送時などの特定の状況では、製品の電源を切ることができます。
充電アダプターとUSB動力源に接続することによってのみ電源を入れることができます。
注意! 操作できる状態かを確認するには、義肢を180°回転させて（足部の底を下向き―足部の底
を上向き）、発信されるフィードバック信号を確認します。「現在の充電レベルの表示」の章を
ご覧ください (13 ページ参照)。フィードバック信号が出ない場合、製品を使用する前に充電ア
ダプターとUSB動力源に接続して製品の電源を入れます。

スイッチオフ 
1) USB動力源を用いて、充電アダプターを膝継手に接続します。
2) 充電アダプターが接続されたまま、膝継手を縦に掴んで保持します。
3) 10秒以内に、膝継手を90°前向きに2回傾けたら、縦位置に戻します。
4) その後、5秒以内に充電アダプターを外します。 
→ 下降調の信号音 （ディードゥーデーダー）と振動信号が生じます。その後に膝継手の電

源がオフになります。

備考

実際の無効化はメロディーが流れた後にしばらくしてから
モバイルデバイスへBluetoothが接続されている場合（継手の後ろ側にあるLEDが青く常時点灯
している場合 ）、オフのメロディーが流れた後しばらくしてからでないとオフにできませ
ん。

スイッチオン 
1) USB動力源を充電アダプターに接続します。
2) 充電アダプターを膝継手に接続します。

→ フィードバックを基に、USB動力源が充電アダプターを介して膝継手に適切に接続されて
いるかどうかを判断できます（31 ページ参照と33 ページ参照）。

9 ブルートゥース

9.1 Bluetooth接続を確立
Bluetooth機能により、パーツと各デバイスを無線で接続することができます。接続を確立するに
は、パーツのBluetoothをオンにしてください。
► 義肢を180°回転（足部の底を下向き-足部の底を上向き）させるか、充電アダプターを差し

込み、再度抜くと、Bluetooth接続が2 分間表示される（見える）ようになります。 
→ この間、膝継手の後ろ側にあるLED が青く点滅します
→ このLEDが青色に点滅している限り、デバイスへのBluetooth接続は可能です。
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10 マイモード

MyModeは、特殊な動作や姿勢（ゴルフ、バスケットボールなど）に使用します。義肢装具士は調
製用アプリを介して基本モード（モード 1）の他にこれらのモードを有効化 構成設定できます。
MyModeはコックピットアプリか動作パターンを使って切り替えられます。動作パターンでモード
を切り替えるには、義肢装具士が調整用ソフトで有効にしている必要があります。
コックピットアプリを使用して設定を調整することもできます。 

10.1 マイモードに設定したランニング機能

長時間のランニングをするには、義肢装具士がMyMode「ランニング」の設定
を行ない、コックピットアプリや動作パターンからこのモードをオンにでき
ます。
このモードでは、すべての歩行がランニング時の動きとなり、遊脚相の角度
が大きく、踵接地のプレフレックスがなくなります。

備考

ランニング機能の使用には、1E95 チャレンジャーのような競技用足部や、1C61 トリトン VS の
ような軸方向への衝撃吸収（軸圧縮）機能を備えた専用義肢足部が必要です。衝撃吸収（軸圧
縮）機能のない足部は、ランニングには適していません。詳細は担当の義肢装具士までご連絡
ください。

10.2 動作パターンを利用したマイモード切替え

切り替えに関する注意事項
• 事前に必ず、選択したモードと対応する動作パターンを確認してください。

動作パターンによるマイモード切り替えの必要条件
切り替えを成功させるには、以下のことに注意してください。
• 動作パターンによるモード切り替えは、調整用アプリで有効にする必要があります。
• 義肢をやや後ろに引いて、膝を伸展させた状態で、つま先部分を地面から離さないようにし

ながらバウンシングします。 
• バウンシング中はつま先部分にも荷重をかけてください。
• バウンシング中に義肢への負荷を軽減する間は体重を完全に抜かないでください。

切り替え方法

備考

パラメーター「音量」がCockpitアプリ内で「0」に設定されている場合、音による信号はありま
せん。この場合、振動信号に注意してください。
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+ + MyMode 1
þðð ð ð ð MyMode 2

3x
1sàMyMode 1

4xàMyMode 2
2x à MyMode 1
3x à MyMode 21x 1x

1) 義肢をやや後ろに引きます（ステップ姿勢）。
2) 脚を伸ばした状態で、つま先部分を地面から離さずにバウンスさせ、希望のMyModeに切り替

えます（MyMode1=3回、MyMode2=4回）。
3) 義肢に体重をかけずに、義肢をそのままの状態（ステップ姿勢）に維持します。 

→ 動作パターンが認識されると、音による信号と振動信号が発信されます（30 ページ参照
）。
備考: つま先でバウンスする時に要件を満たしていないと、音による信号と振動信号が発
信されません。

4) 音による信号と振動信号が発信されたら、負荷をかけずに1秒間義肢を伸ばしたままにしま
す。 

→ 振動信号と音による信号（2回＝MyMode1、3回＝MyMode2）で、それぞれのMyModeに切り替
わったことを示します。
備考: 振動信号と、それに対応する音による信号が発信されない場合、義肢側の脚が正しい姿
勢で保持されていなかったことを意味します。動作を繰り返して、正しくMyModeを切り替え
てください。 

10.3 MyModeから基本モードへの切替え

切り替えに関する注意事項
• 調整用アプリでのMyModeの設定に関わらず、動作パターンを用いていつでも基本モード

（モード1）に戻すことができます。
• 充電アダプターの接続／取り外しを行なうことで、いつでも基本モード（モード1）に戻すこ

とができます。
• 動作パターンを用いて切り替えるための必要事項を前章の初めにメモしましょう。
• 事前に必ず、選択したモードと対応する動作パターンを確認してください。

切り替え方法

備考

パラメーター「音量」がCockpitアプリ内で「0」に設定されている場合、音による信号はありま
せん。この場合、振動信号に注意してください。

+ +ðð ð ð ð
≥3x 1s

þ
Basismodus

1x 1x1x 1x

1) 義肢をやや後ろに引きます（ステップ姿勢）。
2) 脚を伸ばした状態で、つま先部分を地面から離さずに3回以上バウンシングします。
3) 義肢に体重をかけずに、義肢をそのままの状態（ステップ姿勢）に維持します。 

→ 動作パターンが認識されると、音による信号と単発の振動信号が発信されます
（30 ページ参照）。
備考: つま先でバウンスする時に要件を満たしていないと、音による信号と振動信号が発
信されません。

4) 音による信号と振動信号が発信されたら、負荷をかけずに義肢を伸ばしたままにします。 
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→ 基本モードに切り替わると、単発の振動信号と音による信号が発信されます。
備考: 義肢側の脚が正しい姿勢で保持されていないと、振動信号と音による信号が発信されま
せん。動作を繰り返して、正しくMyModeを切り替えてください。 

11 その他の各種モード

11.1 バッテリー切れモード
利用可能な充電式バッテリーの充電レベルが1 %未満の場合の音による信号音（30 ページ参照
）。音による信号の後に、屈曲抵抗がセーフティモードの値に設定されます。この屈曲抵抗は、
調整用アプリの設定によって高くも低くもなります。続いて、製品がオフになります。
充電が完了すると（充電アダプターから本製品への接続を外すと）、ベースモード（モード1）
が再度オンになります。

11.2 義足充電モード
充電中はどの機能も使用できません。
屈曲抵抗はセーフティモードの値に設定されます。これは、調整用アプリの設定によって高くも
低くもなります。

11.3 セーフティモード
センサーが反応しないなど、重大なエラーが生じるか、バッテリーが空になると、自動的に
セーフティモードに切り替わります。エラーが解消されるまではセーフティモードで作動しま
す。
調整用アプリで設定した屈曲抵抗はセーフティーモードで有効化されます。この抵抗は高くも低
くも設定可能です。抵抗を低く設定する場合、転倒や意図しない屈曲または膝折れを防ぐため、
踵接地が腰の伸展によって積極的に保護されていなければならないことにご注意ください。伸展
抵抗は小さく、変更できません。スタンスリリースはできません。これにより、限定的な歩行を
可能にし、また、センサーシステムが作動していない場合でも座れるようにします。
セーフティモードへと切り替わる際は、直前に音と振動による信号が発信されます（30 ページ参
照）。
膝継手から充電アダプターを接続/取り外すことで、セーフティモードを解除することができま
す。この充電アダプターは、膝継手のステータスを表示するLEDが黄色く点灯するまで接続され
ていなければいけません。取り外しは、その後に行ってください。膝継手が再度セーフ
ティモードになる場合は、エラーがまだ解消されていないことが考えられます。この膝継手は必
ず公認のOttobock修理サービスセンターにて点検を受けてください。
オーバーヒートモードで温度が上がり続け、油圧シリンダーの危険温度に達した場合（「油圧シ
リンダーの危険温度到達」」の章をご覧ください）、その製品はまずセーフティモードに切り替
わり、電源が切れます。熱が冷めたら、自動的に電源が付きます。

11.4 オーバーヒートモード
連続した活発な活動（長時間坂を下るなど）や外的な熱源（日光）により膝継手が非常に熱くな
ると、オーバーヒートを抑えるために温度の上昇と共に屈曲抵抗が大きくなります。膝継手の熱
が冷めたら、オーバーヒートモードの前に使用していた設定に戻ります。
MyModeにて、オーバーヒートモードの信号が発信されましたが、屈曲抵抗が増加しません。
オーバーヒートモードは5秒毎に繰り返される4つの高音（ディーン ディーン ディーン
ディーン）で示されます。また、膝継手の後ろ側にあるステータス表示用LEDがゆっくりと黄色
く点滅します。

オーバーヒートモード中に使用できない機能は以下のとおりです。
• マイモードへの切り替え
• 義肢の設定変更

11.4.1 油圧シリンダーの危険温度への到達
過熱モードに切り替えても活動が続く場合、臨海油圧温度に達すると、安全モードに切り替わ
り、続いて膝継手のスイッチがオフになります。このモードに切り替わると、ステータスLEDが
赤色で点滅します。
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膝継手の熱が冷めたら、自動的に再び電源が付きます。

12 保管方法
• 膝継手の保管時は、膝継手を伸展させてください。ニーヘッドの部分は屈曲させないでくだ

さい。
• 膝継手は長期間保管したままにしないで、定期的に使用してください。
• 高温下で製品を長時間保管したり輸送しないようにしてください。 

13 お手入れ方法

13.1 膝継手のお手入れ

13.1.1 2R68=280アクソン チューブアダプター付き膝継手のお手入れ
1) 汚れた場合は、きれいな水および中性洗剤（例： Ottobock製ダーマクリーン453H10=1-N）

で、10℃（50℉）～40℃（104℉）の水温で製品を清掃してください。 
2) きれいな水ですすぎ、中性洗剤を洗い流してください（シャワーなどで）。

庭用ホースのジェット水で流しても汚れが落ちない場合は、公認のOttobockサービスセン
ターに製品を送付してください。

3) 糸くずのでない布で製品の水気を拭き取り、しっかりと自然乾燥させます。
4) 必要であれば、消毒シート（Descosept Purなど）で表面を拭き、乾燥させてください。 

備考

泥などの付着により義足の重量が変化すると、歩行パターンに影響しますので、ご注意くださ
い。

塩水に触れた後のお手入れ
1) 膝継手に取り付けられたカバー（保護カバー（短）、保護カバー（長）、機能性コスメ

チック）はすべて取り外してください。
2) 膝継手およびアクソン チューブアダプターをきれいなｓ水道水ですすぎます。

他のパーツのクリーニングについては、各パーツに添付された取扱説明書を参照してくださ
い。

3) 柔らかい布でパーツを拭きます。
4) 水分を十分にふき取り、自然乾燥させてください。

自然乾燥後に異常がある場合は、正規のOttobock修理サービスセンターにて膝継手とアクソ
ンチューブアダプターの点検を受けてください。担当の義肢製作所に連絡してください。

真水や塩水以外の液体に触れた後のお手入れ
1) 速やかに、膝継手に取り付けられたカバー（保護カバー（短）、保護カバー（長）、機能性

コスメチック）をすべて取り外してください。
2) 速やかに、膝継手およびアクソン チューブアダプターをきれいな水道水ですすぎます。他の

パーツのクリーニングについては、各パーツに添付された取扱説明書を参照してください。
3) 柔らかい布でパーツを拭きます。
4) 水分を十分にふき取り、自然乾燥させてください。

自然乾燥後に異常がある場合は、正規のOttobock修理サービスセンターにて膝継手とアクソ
ンチューブアダプターの点検を受けてください。担当の義肢製作所に連絡してください。

13.1.2 2R69=280アクソン チューブアダプター（トーション付き）を使用した膝継手のお手入れ
1) 必要であれば濡らした布と低刺激石鹸（Ottobock製ダーマクリーン453H10=1-Nなど）で製品

を拭いてください。チューブアダプター内に液体が侵入しないよう注意してください。 
2) 糸くずのでない布で製品の水気を拭き取り、しっかりと自然乾燥させます。
3) 必要であれば、消毒シート（Descosept Purなど）で表面を拭き、乾燥させてください。 
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13.2 充電アダプターのお手入れ
1) 必要であれば濡らした布と低刺激石鹸（ 453H10=1-NOttobock製ダーマクリーンなど）で製品

を拭いてください。
製品内に液体が侵入しないように注意してください。

2) 糸くずのでない布で製品の水気を拭き取り、しっかりと自然乾燥させます。
3) 必要であれば、消毒シート（Descosept Purなど）で表面を拭き、乾燥させてください。 

13.3 充電口および充電プラグの接点のお手入れ
► 綿棒と中性洗剤液を使用して、定期的に充電プラグおよび充電口の電気接点を清掃してくだ

さい。
注記! 先端の尖ったものや鋭利なもので接触面のコーティングを傷つけないよう充分注意して
ください。

14 メンテナンス
安心安全にお使いいただくため、製品の保証や動作性能を維持するため、およびEMC基本規格に
準じた安全性を確保するために、24 ヵ月毎の定期メンテナンスまたは280 万歩毎のメンテナンス
（いずれか早い方のメンテナンス）を必ず受けてください。
過大な負荷がかかっているような場合には、メンテナンス間隔が短くなる可能性があります。
メンテナンスの予定日が来ると、フィードバックが発信されます（｢操作状況／エラー信号｣のセ
クションを参照してください、30 ページ参照）。 
メンテナンスや修理の際には必ず次のパーツを送付してください：
チューブアダプターを取り付けた本製品、充電アダプター、USBケーブル、使用したACアダプ
ター。

15 法的事項について
法的要件についてはすべて、ご使用になる国の国内法に準拠し、それぞれに合わせて異なること
もあります。

15.1 保証責任
オットーボック社は、本書に記載の指示ならびに使用方法に沿って製品をご使用いただいた場合
に限り保証責任を負うものといたします。 不適切な方法で製品を使用したり、認められていない
改造や変更を行ったことに起因するなど、本書の指示に従わなかった場合の損傷については保証
いたしかねます。

15.2 登録商標
本書に記載された製品名はすべて、各商標法に準拠し、その権利は所有者に帰属します。
商標をはじめ商号ならびに会社名はすべて登録商標であり、その権利は所有者に帰属します。
本書に記載の商標が明らかに登録商標であることことが分らない場合でも、第三者が自由にその
商標を使用することは認められません。
ブルートゥースはBluetooth SIG社の登録商標です。

15.3 ＣＥ整合性
以下の各製品は、記載の欧州規格の要件を満たしています。CE適合宣言に関する情報について
は、各メーカーのウェブサイトからダウンロードすることができます。

製品 製造番号 仕様

2017/745(EU)規制、2011/65/EU指令、2014/53/EU指令 Genium X4 3B5-4=*

これにより、Ottobock社は、本無線機器[3B5-4=* Genium
X4]が2014/53/EU指令に準拠していることをここに宣言し
ます。EU指令準拠の全文は以下のインターネットアドレ
スからご覧いただけま
す：https://www.ottobock.com/conformity
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製品 製造番号 仕様

アクソンチューブアダ
プター 

2R68=280、
2R69=280 

2017/745（EU）規制、2011/65/EU指令

電源ユニット 757L48=1 2014/35/EU指令、2014/30/EU指令、2011/65/EU指令、
2009/125/EG指令、2019/1782（EU）規制 

USB充電アダプター 757L47=1 2017/745（EU）規制、2011/65/EU指令

15.4 各国の法的事項について
特定の国に適用される法的事項ついては、本章以降に使用国の公用語で記載いたします。

16 テクニカル データ

環境条件

納品時の包装状態での移送 -20 °C/-4 °Fから+60 °C/+140 °F
相対湿度は15 % から 90 %、結露のない状態

納品時の包装なしでの移送および装着までの保
管

-20 °C/-4 °Fから+60 °C/+140 °F
相対湿度は15 % から 90 %、結露のない状態
気圧：70 kPaから106 kPa（- 425 mから
3000 m、均圧しない状態）

納品時の包装状態での保管（3 ヵ月以内の場
合）

+5 °C/+41 °Fから+30 °C/+86 °F
相対湿度は15 % から 85 %、結露のない状態

納品時の包装状態での保管および移送（3 ヵ月
を超える場合）

+5 °C/+41 °Fから+20 °C/+68 °F
相対湿度は15 % から 85 %、結露のない状態

操作 -5 °C/+23 °Fから+45 °C/+113 °F
相対湿度は15 % から 90 %、結露のない状態
気圧：70 kPaから106 kPa（- 425 mから
3000 m、均圧しない状態）

オーバーヒートモード切り替え前の段階での、
膝継手と義肢ソケットの間の接続部で到達する
最大温度

40 °C / 104 °F

外気温+20 °C/+68 °Fで、装着まで保管した後
に-20 °C/-4 °Fから操作可能な温度に温まる
までの時間 

30 分

周囲気温+20 °C/+68 °Fで次の装着まで保管し
た後に、+60 °C/+140 °Fから操作可能な温度
に冷却するまでの時間 

30 分

充電式バッテリーの充電 +5 °C/+41 °Fから+40 °C/+104 °F
相対湿度は15 % から 90 %、結露のない状態
気圧：70 kPaから106 kPa（- 425 mから
3000 m、均圧しない状態）

膝継手

製造番号 3B5-4=P / 3B5-4=ST

MOBISに準拠するモビリティグレード 2、3および4

体重制限 150 kg
最大体重における許容追加重量 15 kg
保護等級 IP66/IP68

最大水深：3 m
最長時間：1 時間
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膝継手

防水性 防水性、耐蝕性、水噴流に対する耐浸水性

チューブアダプターを装着していない状態の義
肢重量

約 1700 g

ソフトウェアパッケージのバージョン情報 コックピットアプリを介してアクセス可能で
す

所定の間隔で定期メンテナンスを受けた場合の
耐用年数

6 年

テスト手順 ISO 10328-P7-150 kg / 3 百万回の耐用試験

データ通信

ワイヤレステクノロジー Bluetooth 5.0 (Bluetooth Low Energy)

距離範囲 約10 m／32.8 フィート

周波数範囲 2,402 MHzから2,480 MHz

変調 GFSK

データレート（OTA） 2Mbpsまで

最大出力電力（EIRP） +4 dBm（～2.5 mW）

アクソンチューブアダプター

製造番号 2R68=280

重量 190 gから300 g
素材 アルミ

体重制限 150 kg
保護等級 IP66/IP68

最大水深: 3 m
最長時間：1 時間

耐水性 防水性、耐蝕性

想定される耐用年数 6 年

アクソンチューブアダプター トーション付

製造番号 2R69=280

重量 190 g - 300 g
素材 アルミ

体重制限 125 kg
保護等級 IP54

防水性 防水性、耐蝕性ではありません

想定される耐用年数 6 年

義肢用充電式バッテリー

充電式バッテリーの種類 Li-ion電池

元のバッテリー容量のうち少なくとも80%が利
用可能である場合の、充電回数（充電と放電の
回数）

500

充電中の製品の挙動 充電中はどの機能も使用できません。

室温にて完全充電されたバッテリーを取り付け
た義肢の、使用可能な時間

平均的な使用で約5日間
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付属のACアダプターと付属のUSBケーブルが使用されている場合に限り、以下の充電時間が該当
します。

義肢の充電式バッテリーへの充電時間

1時間充電後の充電レベル 35 %
2時間充電後の充電レベル 70 %
3時間充電後の充電レベル 90 %
4時間充電後の充電レベル 完全充電

規定の使用時間は、周囲温度、負荷、充電式バッテリーの経過年数によって異なります。

充電レベル 歩行 シート

20 % 3.5 - 6.5時間 32 - 54時間

15 % 2.5 - 4.5時間 35 - 39.5時間

10 % 1.5 - 3時間 15 - 25.5時間

5 % 0.5 - 1時間 6.5 - 11時間

電源ユニット

製造番号 757L48=1

タイプ BI18-050300-IU

電源プラグ NEMA-1 (Aタイプ) 例 ：北米
欧州プラグ（Cタイプ） 例 ：欧州 
以下の国のアダプターをアクセサリーとして利
用できます。
Gタイプ、英国向けBS1363、オーストラリア向
けIタイプ

納品時の箱を使った/使っていない保管と輸送 -20 ℃/-4 ℉から +60 ℃/+140 ℉
相対湿度は5 %から95 %、結露のない状態

操作 0 ℃/+32 ℉から +40 ℃/+104 ℉
相対湿度は最大90 %まで
気圧：70 kPaから106 kPa（-425 mから
3000 m、均圧しない状態）

入力電圧 100 Vから240 V
周波数 50 Hzから60 Hz

出力電圧 5 V
出力電流 3 A
製品寿命 8年

充電アダプター 

製造番号 757L47=1

納品時の包装での保管 5 °C/+41 °Fから+40 °C/+104 °F
相対湿度は15 % から 90 %

納品時の包装での移動 -25 °C/-13 °Fから+70 °C/+158 °F
相対湿度は15 % から 90 %、結露のない状態

納品時の包装を使わない場合の移動と装着まで
の保管

-25 °C/-13 °Fから+70 °C/+158 °F
相対湿度は15 % から 90 %、結露のない状態
気圧：70 kPaから106 kPa（-425 mから
3000 m、均圧しない状態）
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充電アダプター 

操作 5 °C/+41 °Fから+40 °C/+104 °F
相対湿度は15 % から 90 %
気圧：70 kPaから106 kPa（-425 mから
3000 m、均圧しない状態）

入力ジャック USB-C

入力電圧 5 V 

最小入力電流 2.5 A
出力電圧 12 V 

出力電流 0.96 A
重量 90 g
製品寿命 8 年
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17 追加情報

17.1 本取扱説明書で使用している記号

一部の地域では、本製品を分別せずに
通常の家庭ゴミと一緒に処分すること
はできません。国の規制に従わずに廃
棄した場合、健康や環境に有害となる
おそれがあります。必ず、お住まいの
国の担当当局の注記に従って返却また
は回収手続きをおこなってください。

メーカー

BFタイプ適用パーツ
この製品は、電気的な観点からBFタイ
プの適用パーツとしてのみ分類されま
す。製品と使用者の身体との間に直接
的なつながりはありません。

無線通信法（オーストラリア）に準拠

保護等級Ⅱの電気機器

直径12.5 mm以上の固形異物の侵入に
対する保護、最大15°まで傾斜して水
に浸かった場合の防水性

粉塵に対する保護、水滴の飛沫に対す
る保護

防塵、激しい噴流水に対する保護 

防塵、長時間の浸水から保護。
最大深度：3 m
最長時間： 1 時間

該当する欧州指令に準拠しています。

シリアルナンバー
(21)YYYYWWNNN
YYYY – 製造年
WW – 製造された週
NNN – シリアル番号

医療機器

ロット番号
(10)PPPPYYYYWW
PPPP – 工場
YYYY – 製造年
WW – 製造された週

UDI番号(機器固有識別子) 

製品番号

データマトリックスコード 

国際商品識別コード 

注意、表面が熱くなっています

ご使用になる前に、取扱説明書を必ず
お読みください

温度制限

気圧制限

相対湿度制限
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17.2 動作状況/エラー信号
動作状況やエラーメッセージを示すために、義肢から音や振動による信号が発信されたり、充電
口の上にあるステータス用LED やブルートゥースLED が点灯したりします。

LED記号の説明

LEDが点灯して
いません

LEDが点滅して
います

LEDがゆっくり
と点滅していま
す

LEDが素早く点
滅しています

LEDが点灯して
います

音による信号の簡潔な説明
信号の説明は、大まかな概要にすぎません。より詳しい情報は、次の章に記載されています。

音信号 テキスト説明 発生のタイミング/意味

（デードゥーデーディードゥーデー­
）

高音を伴う2回のトーン
シーケンスで、その後に中
音と低音

メンテナンス日超過、油圧
シリンダーの危険温度到
達、エラー（アクティブ
セーフティーモード、
チューブアダプター未接
続）

（ツー、ツー、ツー、ツー）

高音4回 間もなくメンテナンス日、
膝継手のオーバーヒート

（ウィーウォップウォップ）

下降する音の後に短い音が
2回 

作動中に<20 %、<15 %、
<10 %、<5 %、<2 %の充電レ
ベルを表示

（ブーイ）

音が徐々に大きくなり、そ
れが維持される 

義肢を「逆さにする」こと
でクエリを実施した後に
20％～99％の充電レベルを
表示

（デードゥーディーダー）

下降音 膝継手の電源が切れます。
充電式バッテリーが切れた
場合に手で電源を切る場
合、またはスリープモード
を有効化する場合 

（ウィー）
音量はアプリで変更できます

短くソフトなサウンド アプリを使ったパラ
メーターや機能の変更の確
認、バウンシングによる
モード切替の実行、遊脚相
の正しい開始のフィード
バック（該当するパラ
メータをアプリで有効化し
てください）。
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音信号 テキスト説明 発生のタイミング/意味

（フイーフイー）
音量はアプリで変更できます

連続する2回の短い音 MyMode切替のバウンシン
グ動作を認識

（ダーディードゥーデー）

上昇音 充電アダプターを切り離し
た後の操作ができる状態

17.2.1 動作状況の信号

充電アダプター接続済み/接続なし

メロディー/サ
ウンド

LED 振動信号 状態

（ウィー）
充電中に点灯

1x 充電アダプター接続済み、充電式バッテ
リー充電中。

（ダーディ­
ードゥーデ­
ー）

このインジ
ケーターは充電
アダプターを切
り離した後、約
30秒後にオフに

なります。 

1x 膝継手から充電アダプターを切り離した
ら、膝継手の操作準備は完了です。

（ツー、
ツー、ツー、
ツー）

4x, 4x 繰り返し

1x メンテナンス日が1 カ月以内
コックピットアプリを使っての次回の定期
メンテナンス日を確認してください。 

（デードゥ­
ーデーディ­
ードゥーデ­
ー）

4x, 4x 繰り返し

1x メンテナンス日が過ぎてしまったか予定外
のメンテナンス 、膝継手の機械的または熱
の過負荷のため
• コックピットアプリを使っての次回の

定期メンテナンス日を確認してくださ
い。 

• メンテナンス日がまだでも過ぎている
場合でも、本製品はもう使用しないで
ください。その場合は、必ず、公認の
Ottobock修理サービスセンターにて点検
を受けてください。担当の義肢製作施
設に連絡してください。

モード切替／設定の変更
リストされた信号の音量はコックピットアプリで変更できます。
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メロ
ディー/­
サウン
ド

繰り返
し数

LED 振動 追加で行われた動作 状態

コックピットアプリを
使った設定の変更

新しい設定は膝継手に保
存されました。

コックピットアプリを
使ったモードの切り替え 

コックピットアプリを
使ってモードを切り替え
ます。

（ウィ­
ー）

–

3x 

1x

歩行中の遊脚相が正しく
開始 

該当するパラメータをア
プリで有効化してくださ
い。

（フ
イーフ
イー）

–

3x 

1x つま先部分をバウンシン
グした後、義肢から体重
を抜く

バウンシング動作が検知
されました。

1x 1x 義肢に荷重をかけない状
態を1秒間保持する

基本モード（モード 1）
に切り替わりました。

2x 2x 義肢に荷重をかけない状
態を1秒間保持する

MyMode 1（モード 2）に
切り替わりました。（ウィ­

ー） 3x

3x 

3x 義肢に荷重をかけない状
態を1秒間保持する

MyMode 2（モード 3）に
切り替わりました。

ブルートゥース接続

LED 状態

ブルートゥース機能が有効です。膝継手の接続モードは2分 続きます。この間に、膝
継手がモバイルデバイスによって認識され、接続を確立されます。 

モバイルデバイスおよび膝継手の間でブルートゥースの接続が確立されます。

17.2.2 警告/エラー信号

使用中のエラー

メロディー/サ
ウンド

繰り返
し

振動 LED イベント/対処法

– – 継続 – 全体的な故障
充電アダプターの接続/解除を行ない、エラーの
解除を試みてください。
エラーが解消されない場合は、製品をご使用にな
れません。義肢製作施設にて速やかに点検を受け
てください。

（デードゥー­
デーディード­
ゥーデー）

8x 8x 油圧シリンダーの危険温度に達しました
（22 ページ参照）
この信号が発せられた後、膝継手の電源が切れま
す。
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メロディー/サ
ウンド

繰り返
し

振動 LED イベント/対処法

活動を停止して、油圧シリンダーが冷却するまで
お待ちください。温度が十分に下がると自動的に
再起動します。

（デードゥー­
デーディード­
ゥーデー）

8x 8x

継続

セーフティーモードの有効化を信号伝達 （
22 ページ参照 ）
充電アダプターの取り付け／取り外しを行ない、
エラーの解除を試みてください。エラーが解消さ
れない場合は、製品をご使用になれません。その
場合は、必ず、公認のOttobock修理サービスセン
ターにて点検を受けてください。担当の義肢製作
施設に連絡してください。

（ツー、
ツー、ツー、
ツー）

毎5秒 – オーバーヒートモードの膝継手（22 ページ参照
）
• 活動量を抑えてください
• 外気温に注意

（ウィーウォ­
ップ
ウォップ）

4回 1回

2回継続

バッテリー切れモード（22 ページ参照）
低くなっていくサウンドシーケンス
（デードゥーディーダー）が発せられた後、膝継
手の電源が切れます。すぐにバッテリーを充電し
てください。

（ウィーウォ­
ップ
ウォップ）

1x 1x – 充電レベルが20 %以下、15 %以下、10 %以下、
5 %以下、2 %以下
すぐに充電式バッテリーを充電してください

（デードゥー­
ディーダー）

– – 継手の電源がオフになります。
これは、充電式バッテリーが切れたり、ディープ
スリープモードが有効化されたときに手動で電源
を切ると起こります。

17.2.3 充電器のステータス信号

バッテリー充電状況
義肢を180度回転させた後のフィードバック（足底が下向き-足底が上向き）。

メロディー/サウ
ンド

繰り返し数 LED 充電レベル 新しい充電式
バッテリーの室温
で使用可能な時間

5x > 80 % > 4 日
4x 60 % - 80 % > 3 日
3x 40 % - 60 % > 2 日

（ブーイ） 2x 20 % - 40 % クエリが朝に実施
される場合はもう
1日
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メロディー/サウ
ンド

繰り返し数 LED 充電レベル 新しい充電式
バッテリーの室温
で使用可能な時間

（ウィーウォップ
ウォップ）

–

2x、4x繰り返し

< 20 % クエリが朝に実施
される場合は1日
未満

17.2.4 充電アダプター上のLED記号

充電中の充電レベル

0%～20% 20%～40% 40%～60% 60%～80% 80%～95% >95%

ステータスLEDとバッテリー記号

LED 状態 対処法

充電アダプターに電圧が
供給されていません！

充電アダプターが正しく電源ユニットまたはUSB電源
に接続されているか確認してください。
以下の項目を点検/完了します。
• コンセントを他の電気機器で点検します。
• 別のUSBデバイスで電源ユニットを点検します。
• 出力電流が2.5 A以上、または出力が12.5 W以上の

電源ユニットを接続します。
• USB-C接続部のある別のUSBデバイスでUSB接続

ケーブルを点検します。
• USB電源が使用されている場合、別のUSBデバイ

スで点検します。
• USB電源が充電式バッテリーと共に使用されてい

る場合、充電レベルを点検します。
所定の項目の点検後にこのアイコンが点灯しない場合
は、電源ユニット、接続ケーブル、充電アダプターを
公認のOttobock修理サービスセンターに送り、必ず点
検を受けてください。担当の義肢製作施設に連絡して
ください。

充電アダプターは準備完
了、膝継手には未接続

充電アダプターがすでに膝継手に接続されている場合
は、次の項目を点検します。
• 充電プラグまたは充電コンセント上の異物
• 充電プラグまたは充電コンセントの汚れ。ク

リーニングについては、「充電コンセントと充電
プラグの接点のクリーニング」の章を参照してく
ださい（24 ページ参照）。

所定の項目の点検したにもかかわらずこのアイコンが
点灯しない場合は、電源ユニット、接続ケーブル、充
電アダプター、膝継手を公認のOttobock修理サービス
センターに送り、必ず点検を受けてください。担当の
義肢製作施設に連絡してください。

膝継手充電中 –
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LED 状態 対処法

不十分な充電電流で充電
中！

膝継手の充電式バッテリーの完全充電までに時間がか
かります。
• USB電源の出力電流（電力）を点検します。少な

くとも2.5 A（12.5 W）必要です。
• USB電源と充電アダプターを繋ぐ接続ケーブルを

点検します。すべてのケーブルが2.5 Aの電流や
12.5 Wの電力に対応しているわけではありませ
ん。

• テクニカルデータに記載されている許容外気温に
注意してください（25 ページ参照）。

充電式バッテリーの温度
が高すぎます。膝継手は
充電されていません！

テクニカルデータに記載されている許容外気温に注意
してください（25 ページ参照）。
充電アダプターを膝継手から外して数分お待ちくださ
い。

温度　LED

LED 状態 対処法

充電式バッテリーの温度が
52 °C以上

• 充電中、外気温に注意(熱源、ラジエーターなど)
• あらゆる熱源からの距離を増やす 

充電式バッテリーの温度が
57 °C以上

• 充電中、外気温に注意(熱源、ラジエーターなど)
• 充電プロセスを保留し膝継手を冷却します

メンテナンスLED

LED 状態 対処法

直近のメンテナンス不要。 メンテナンス日はコックピットアプリを使って確認でき
ます。

メンテナンス日が1 カ月以
内

コックピットアプリを使っての次回の定期メンテナンス
日を確認してください。 

メンテナンス日超過
予定外のメンテナンス、膝
継手の機械的または熱の過
負荷のため

• コックピットアプリを使っての次回の定期メンテナ
ンス日を確認してください。 

• メンテナンス日がまだでも過ぎている場合でも、本
製品はもう使用しないでください。その場合は必
ず、公認のOttobock修理サービスセンターにて点検
を受けてください。担当の義肢製作施設に連絡して
ください。

17.3 指令ならびに適合宣言

17.3.1 電磁環境
本製品は以下の電磁環境で操作するよう設計されています。
• 病院など専門の医療施設
• 自宅や屋外などホームヘルスケアの場
使用者は、製品がこれらの環境下で操作されていることを確認してください。 
「安全性」（10 ページ参照）の章に記載された安全に関する注意事項をよくお読みください。
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電磁環境

干渉測定 準拠 電磁環境指令

HF放射、CISPR 11に準
拠

グループ1/クラスB   本製品では内部機能にのみ 高周波電源を使用
します。したがって、高周波の放射レベルは非
常に低く、周辺電子機器との干渉も起こりにく
くなっています。

高調波は
IEC 61000-3-2に準拠し
ています。

該当なし–電力75 W以
下

–

電圧変動／フ
リッカーは
IEC 61000-3-3に準拠し
ています。

本製品は規格要件を満
たしています。

–

耐干渉性

現象 EMC基本規格または
テスト手順

妨害イミュニティ試験レベル

静電放電 IEC 61000-4-2 ± 8 kV 接触放電
± 2 kV、± 4 kV、± 8 kV、± 15 kV 気中 (付
属の電源ユニットを除く)

高周波電磁界 IEC 61000-4-3 10  V/m
80 MHz から 2.7 GHz
1 kHzで80 % AM 

磁界および定格出力周
波数

IEC 61000-4-8 30 A/m
50 Hzから60 Hz

電気的ファーストラン
ジェント／バースト 

IEC 61000-4-4 ± 2 kV
100 kHz 繰返し数

サージ
ライン対ライン

IEC 61000-4-5 ± 0.5 kV、± 1 kV

高周波電界による伝導
妨害

IEC 61000-4-6 3 V
0.15 MHzから80 MHz
6 V、アマチュア無線の周波数帯域が
0.15 MHzから80 MHzの間
1 kHzで80 % AM 
0 % UT、1/2 サイクル
0、45、90、135、180、225、270、315度

電圧低下 IEC 61000-4-11

0 % UT、1 サイクル
および
70 % UT、25/30 サイクル
単相：0 度

瞬停 IEC 61000-4-11 0 % UT、250/300 サイクル
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ワイヤレス通信端末に対する耐干渉性

試験周波数
[MHz]

周波数帯域
[MHz]

無線サービ
ス

変調 最大電力
[W]

距離 [m] 妨害イ
ミュニ

ティ試験レ
ベル [V/m]

385 380から390 TETRA 400 パルス変調
 18 Hz

1.8 0.3 27

450 430から470 GMRS 460、
FRS 460

FM
± 5 kHz 偏
差
1 kHz サイ
ン

1.8 0.3 28

710

745

780

704から787 LTE バンド
 13、17

パルス変調
 217 Hz

0.2 0.3 9

810

870

930

800から960 GSM 800/90­
0、

TETRA 800­
、

iDEN 820、
CDMA 850、
GSM 800/90­

0、 
LTE バンド

 5

パルス変調
18 Hz

2 0.3 28

1,720

1,845

1,970

1,700から
1,990

GSM 1800、 
CDMA 1900­

、
GSM 1900、

DECT、 
LTE バンド
 1、3、4、

25：
UMTS

パルス変調
 217 Hz

2 0.3 28

2,450 2,400から
2,570

ブ
ルートゥー­

ス
WLAN 802.­
11 b/g/n、
RFID 2450
LTE バンド

 7

パルス変調
217 Hz

2 0.3 28

5,240

5,500

5,785

5,100から
5,800

WLAN 802.­
11 a/n

パルス変調
 217 Hz

0.2 0.3 9
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近距離での磁場に対する耐性

試験周波数 変調 妨害イミュニティ試験レベル [A/m]

30 kHz CW 8

134.2 kHz パルス変調
2.1 kHz

65

13.56 MHz パルス変調
50 kHz

7.5
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